
3.ヒトゲノム・再生医療
2004年度を目標に痴呆，ガン，糖尿病，高血圧等，

高齢者の主要疾患遺伝子解明に基づく，オーダーメイ
ド医療を実現し，画期的な新薬の開発に着手する．ま
た，生物の発生などの機能解明に基づく，拒絶反応の
無い自己修復力を利用した骨，血管などの再生医療を
実現する．
4.健康で安心して暮らせる高齢化社会
医療分野ではオーダーメイドの医療，予防，新薬

を開発し，再生医療に力を注ぐ．食料分野では機能性
食品，病害虫抵抗性作物の開発することを目指す．
5.ゲノム解析とゲノム創薬

10万の遺伝子のうち，まず発生頻度の高い 3万の
遺伝子の解析を早期に完了し，15万個を目標に SNPs
（一塩基多型）を探索解明し，痴呆，ガン，糖尿病，
喘息，慢性関節リウマチ，骨粗鬆症などの関連遺伝子
を解明する．
その解析を基に標的遺伝子産物（レセプター・酵素）

の選択，候補化合物最適化，前臨床・臨床試験と進め
ていく．
6.必要な民間と共同研究と特許管理の課題
ミレニアム・プロジェクトは公平，透明性の高い

民間からの参画が必要で，研究者の目的と企業戦略と
の整合性が必要である．また，特許管理も重要で，特
許担当者の確保，国際出願の経費，権利侵害・訴訟へ
の対応が必要である．

（文責　安倍　達） 

1.医薬品機構研究振興部の業務 
医薬品機構の業務は，研究，調査，救済事業であり，

新薬開発，治験相談，研究振興，救済給付など多くの
分野で支援活動に当たっている． 
2.ミレニアム・プロジェクト
これは，平成 11年 12月 19日内閣総理大臣の決定

により定められたものであるが，それは我が国にとっ
て重要性，緊急性の高い情報化，高齢化，環境対応の
三つの分野について技術革新を中心とした産学官共同
プロジェクトを構築し，明るい未来を切り開くコアを
作り上げようとする構想である．これらのプロジェク
トは「21世紀の科学技術」についての意見募集，革
新的な技術開発の提案公募の実施を行いながら国民参
加のプロジェクトの展開を目指している．
情報化については  教育の情報化  電子政府の

実現  IT 21の推進があり，高齢化については， 

個人の特徴に応じた革新的医療の実現（ヒトゲノム） 
 豊かで健康な食生活と安心して暮らせる生活環境
（イネゲノム） 高齢者の雇用の実現の大規模な調査
研究があげられる．また，環境対応については  

地球温暖化防止の次世代技術の開発・導入  ダイオ
キシン類，環境ホルモンの適正管理，無害化の促進お
よびリサイクル技術の開発  循環型経済社会構築の
ための大規模な調査研究があげられている． 
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